




























写真．捕獲したツキノワグマ。体重 40kg のオスの成獣。（2005 年 7
月　鳴沢村）
写真．ガマズミの果実。秋季にツキノワグマは、ガマズミの果実を
















る。（2005 年 3月　富士吉田市旭 4丁目）
3図 -1 フィールドの概要と散策路









5図 1　廃プラ分解装置 写真 1　廃プラ分解装置
基盤研究 12
山梨県内で生じる廃棄プラスチックの新しい処理手法に関する研究




写真 1　廃棄物の不法投棄 写真 2　廃 FRPの実験試料
図 1　廃 FRP分解の実験装置 写真 3　植物油による廃 FRPの分解




























～富士山の自然・火山防災を知ろう～」（6 月下旬）、「研究室公開 2005」（7 月下旬）、「小中学校理科教
員研修会～体験で学ぶ火山～」（8 月中旬）、「火山災害軽減のための方策に関する国際ワークショップ
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地 球 科 学 研 究 室：輿水達司・内山　高・石原　諭
環境計画学研究室：杉田幹夫・佐藤美紀
緑地計画学研究室：池口　仁
東 京 都 立 大 学：可知直毅
茨 城 大 学：堀良　通・山村靖夫・大塚俊之

























































































ミ目）については、絶滅危惧種 3 種を含む 22 種が確認
された。鳥類については、90 種が確認された。両生爬虫
類については、10 種が確認された。昆虫類に関しては、
蝶類は絶滅危惧種 7 種を含む 76 種、蛾類が 340 種、ハチ・
アリ類が 105 種、甲虫類が 658 種、その他の昆虫として
348 種が確認された。土壌微生物に関しては、トビムシ
類が 130 種、カマアシムシ、コムシ類が 13 種、アリヅ
カムシ類が 39 種、ヤスデ、ムカデ類が 52 種、コムカデ
類が 2 種、エダヒゲムシ類が 32 種、ワラジムシ類が 3 種、
ソコミジンコ類が 1 種、クモ類が 107 種、ダニ類が 96



















































　2005 年 8 月の結果から（表 2）、地上部現存量は 1m2
当たり 602.9g であった。その内訳をみるとススキが
270.7g/m2 で最も地上部現存量が高かった。ついでオオ
アブラススキが 140.9g/m2、トダシバ 53.4g/m2 であり、














の推定を行った。その結果（図 1）、地上部現存量は 8 月
から 9 月に最大に達し、10 月には地上部が枯死するため
減少していた。長草区では 6 月から 8 月にかけて地上部


























調査地名 基　　質 植　　生 優　占　種
共　通 草　　原 スコリア 草　　　　原 ススキ
共　通 林縁（外） スコリア 草　　　　原 ススキ
共　通 林縁（内） 溶　　岩 落葉広葉樹林 ミズナラ
共　通 樹　　海 溶　　岩 常緑針葉樹林 ヒノキ
共　通 落葉樹林 スコリア 落葉広葉樹林 ミズナラ・イヌシデ
その他 カラマツ植林 スコリア カラマツ植林 カラマツ








筑 波 大 学：鞠子茂
都 留 文 科 大 学：坂田有紀子
静 岡 大 学：木部剛
岐 阜 大 学：小泉博
茨 城 大 学：大塚俊之
研究期間

















































側に 30m のライントランセクトを設置した。湖岸から 0
～ 20m のエリアは 1998 年秋の水位増加により水没した
と考えられ、4 年生のマツがわずかにみられると共にス
スキやイヌコリヤナギが優占するススキ・低木群落であっ








低木群落では 1.3 ～ 2m 程度であるが、アカマツ林では
3.2m に達し、湖岸からの距離が離れるほど高くなる傾向
を示した。一方で地上部バイオマスはススキ・低木群落








2003 年および 2004 年に測定したバイオマスの差により
NPP を求めた。ヒノキ・ツガ林（Ⅲ）では 2004 年のバ
イオマス測定値と 2001 年のバイオマス測定値の差を年
数で除した量を基に NPP を求めた。落葉広葉樹林（Ⅳ）
では 2004 年 11 月のバイオマス測定値と 2004 年 4 月の
展葉前バイオマス測定値の差により NPP を求めた。
　その結果、バイオマスはアカマツ林で 138 炭素 t/ha、
ヒノキ・ツガ林で 219 炭素 t/ha、落葉広葉樹林で 158 炭
素 t/ha であり、また NPP はアカマツ林で 6.1 炭素 t/ha、




























　富士北麓の森林分布図作成には、2002 年 11 月 5 日に















算出には 2004 年の SPOT/VEGETATION S10 プロダ
クトデータより算出した NDVI 値の平均値を用いた。そ
の結果、NDVI と現存量の間の線形回帰関係から、森林
生態系の NDVI と現存量の間に現存量（炭素 t/ha）＝










NDVI の年積算値から NPP を推定した。高頻度観測衛
星データとして SPOT/VEGETATION S10 プロダクト
データを用いた。現存量の推定と同様に、地上観測地点
に相当する位置の NDVI 年積算値と NPP 実測値の間の
関係を図 2 に示す。図 2 においてΣ NDVI と NPP の間
の線形回帰関係から、森林生態系のΣ NDVI と NPP の




地域の NPP は単位面積あたりで 6.8 炭素 t/ha/ 年と推定







地 球 科 学 研 究 室：輿水達司・内山　高・石原　諭
環境計画学研究室：杉田幹夫
県衛生公害研究所：吉澤一家
山 梨 大 学：岩附正明
防災科学技術研究所：鵜川元雄・大倉　博
研究期間










































































































































































100km の範囲であり、RADARSAT の観測モードは「SAR 
FINE 2 FAR BEAM」、観測波長 5.6cm（C バンド）、高
度約 800km の南向き（ディセンディング）軌道、地上解
像度 10m のデータである。
　平成 14 年度は 2002 年 10 月 18 日および 2002 年 11
月 11 日に取得された RADARSAT 衛星観測データを使
用した。これら 2 時期の RADARSAT 衛星観測データを







　平成 15 年度は 2003 年 10 月 13 日および 2003 年 11

















　平成 16 年度は RADARSAT 衛星観測データとして、
2004 年 9 月 14 日、同 10 月 8 日、同 11 月 1 日、同 11
月 25 日の計 4 時期の観測データを利用した。この 4 連
続回帰の画像から 3 枚の干渉画像を作成した。その組み
合わせは 9 月 14 日－ 10 月 8 日（ペア 1）、10 月 8 日－
11 月 5 日（ペア 2）、11 月 5 日－ 11 月 25 日（ペア 3）
の 3 つの組である。干渉画像の作成には平成 15 年度と
同じ解析手法を用いた。ペア 1 およびペア 2 では、干渉
画像に大気中水蒸気の不均一分布に起因すると思われる
局所的な干渉縞が認められたため、地形の微小変動をと




ができなかった。さらに、11 月 1 日と 11 月 25 日に間で
は富士山山頂部の積雪状況に違いがあったことが原因と
思われる影響も見られた。
　平成 17 年度は 2005 年 10 月 2 日および 2005 年 10 月










ン）、（c）地形変動量（a－ b）。2005 年観測の 2時期のRADARSAT衛星観測データを使用。








生 理 学 研 究 室：永井正則・大野洋美・齋藤順子
人類生態学研究室：本郷哲郎・小笠原輝
研究期間




































































部では 26.8 ～ 27.4℃、営業部では 25.4 ～ 26.9℃を示し















19 日に業務を行っている男性 21 名、女性 19 名の合計
40 名に回答していただいた。アンケート当日の業務時間
内での屋内外平均気温差は 6.1℃、回答者の平均年齢は
全体で 34.8 歳、男性 36.7、女性 32.6 歳であった。アンケー
































　平成 17 年の 8 月期の外気温は平成 15、16 年と比較
し、安定して高く推移していた、それに対し空調設定の
基準は同じ 28℃であったが、就業期間中の平均室内気
温は 26.8℃と平成 16 年の 27.3℃と比較し低い値であっ
た。特にアンケートを行った週の平均気温は平成 16 年：
























































































































































（4℃）、③低温域繰り返し変化環境（4℃と 27℃を 1 時間
づつ繰り返し）、④高温環境（34℃）、⑤高温域繰り返し



























































































































を図 1 と写真 2 に示す。UP の試料として、スチレン架
橋したイソフタル酸系 U Ｐを 0.3cm3 内に破砕し、用い
た（写真 2）。植物油には、市販の菜種油を用いた。実験
手順として、先ず、反応器内に UP と菜種油を 1：2 重
量比で投入する。次いで、窒素雰囲気下で菜種油を加熱

































































































































も笛吹川上流、とくに広瀬ダム上流 5 地点とその支流 1
地点を採水地点とした（図 2 調査地点位置図参照）。また、
同様な地質学的背景をもつ、重川上流でも比較、参考に
するため 1 地点で採水した。採水は 2004 年 12 月 12 日
から 2006 年 2 月 9 日まで 8 回行った。このうち、2005



















した試料の分析結果を図 3、4 に示す。図 3 は河川水（A
地点で代表）と湧水（C 地点）で測定した水温、伝導度































































































































































































































































年 1 化性（成虫が年 1 回のみ出現）で、狭食性（幼
虫が限られた植物しか食べない）の種が結び付くこ
とが分かった。























した）。調査期間は 2005 年の成虫の出現する春季（5 月）
から秋季（10 月）に亘って月 1 ～ 3 回、好天の日の 10：











































































































































































埋め込まれた IC チップを確認したところ、個体 No.1 は、














































標高 1,260m のミズナラ林に、10 × 10m の方形プロット
を 5 つ設置して、ミズナラ落下種子密度の調査を行った。
ミズナラ落下種子密度は、2004 ～ 2005 年の 8 ～ 11 月に、




10.6 ± 12.4g/m2（平均値±標準偏差）、2005 年には 0.2














件で、そのうち 7 件は人身事故（重傷 2 名、軽傷 5 名）、
8 件は自動車の物損事故であった。地域個体群別にみる
と、富士･丹沢個体群は 52 件（37.1%）、南アルプス個体




　年度ごとにみると、2001 年度は 38 件、2002 年度は
21 件、2003 年度は 37 件、2004 年度は 42 件と大きな年













































































　平成 15 年度と 16 年度の実験結果から、褐色脂肪組織
に対する交感神経のβ作用およびα作用を甲状腺ホルモ
ンが修飾する可能性が低いことがわかった。





























































覚醒・ステージ 1・ステージ 2・ステージ 3・ステージ 4・
レム・体動の 7 段階に分け判定、さらに覚醒・ノンレム（ス














































































































































































境温度条件（25℃環境、4℃低温環境、4℃－ 27℃ 1 時間
間隔繰返し温度変化環境）に曝露させたラットの内在性
LPS 濃度の測定をおこなったが 3 つのグループ間におい














































　4 週齢の高脂血症モデルマウス（B6.KOR － ApoeShl）
10 匹を 2 群に分け、5 匹には富士山地下水の 5 倍濃縮液
（5 倍液）を飲料水として与えた。残りの 5 匹には比較対









　総コレステロール値は 5 週齢で 600 から 700mg/dL と
高値を示し、さらに週齢の増加により 1,100mg/dL にま





害の指標である血清中 GOT および GPT 活性、腎障害の
























































ために、最大濃度は 2.8 μ M とし、硫酸銅、塩化カドミ
ウムは 10 μ M とした。1 リットルの各飼育水に 5 尾の
メダカを入れ、死亡率を観察した。22 時間後に 5 尾のう




　5 時間後のオキシン銅 2.8 μ M 群は 100％が死亡、
1 μ M 群では 1 尾（20％）が死亡していたのに対し、硫
酸銅群、塩化カドミウム群では 10 μ M 群でも死亡は認
められなかった。22 時間後には、オキシン銅 1 μ M 群
の死亡率は 100％、硫酸銅群 10 μ g/L では 20％（1/5）
であった。3 尾を MT 測定用に使用し、残ったメダカ
を 48 時間後まで暴露を継続したところ、硫酸銅 1 μ M
群では死亡が認められなかったのに対し、オキシン銅



















































































時点で 100g の FPF を徐々に投入、攪拌、30 分間保持し、
FPF を反応分解、油化させた（写真 3）。今回、イオン
化率の高い触媒を適量添加すると、従来 FPF の分解時
間を 4 分の 1 に短縮できることが解った。図 2 に推察し




















































































能な観測衛星（SPOT 衛星 VEGETATION センサなど）
の長期間にわたる時系列データ解析を始める目的でデー















SPOT-VGT の 10 日間間隔 1km 分解能の植生指数デー







































































人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎
東京大学大学院農学生命科学研究科：山本清龍







































































































　これまで、9 月、12 月、2 月の 3 回にわたり、自然観
察会（プログラムツアー）を実施した。参加者は、毎回
10 人前後で多くはないが、その中からリピーターもでて
きている。年齢層は 40 ～ 60 歳代を中心に、ほとんどが
県内からの参加者であった。参加者の満足度は 11 段階
























グラムを実施し、参加者は 50 ～ 70 歳代が 76.9％、県内
からの参加者が 83.3％を占め、これまでの事例と同様の
特徴が認められた。全体的な満足度は非常に高く、11 段
階（0 ～ 10 点）の評価では参加者の 85％が 10 点、残り






















東 京 農 工 大 学：畝井良幸・江成広斗・丸山直樹
河口湖フィールドセンター：渡邊通人
研究期間


















　移動追跡を行うために、2003 年 6 月から箱罠を用いて、
ニホンザルを捕獲した。捕獲調査の結果を表 1 に示す。
2006 年 2 月までに、ニホンザル 32 頭を捕獲し、そのう
ち 12 頭がオス、20 頭がメスであった。外部計測の結果、
本地域に生息するオトナオスの体重は 8 ～ 15kg、オトナ
メスの体重は 6 ～ 10kg であった。
（2）ニホンザルの行動追跡
　捕獲した 32 頭のうち、14 頭のニホンザルに VHF 発
信器（ATS-8C,AdvancedTelemetrySystem,USA）を装着








河口群が 36 頭（2006 年 1 月 18 日カウント）、吉田群が
67 頭（2004 年 7 月 16 日カウント）、西桂群が 78 頭（2005
年 1 月 31 日カウント）、加畑群が 39 頭（2004 年 6 月 16




















































一回あたりの平均追い払い人数は 1.61 ± 0.70 人（平均
値±標準偏差）であった。追い払いの際には、ロケット



















季節変化（2003 年 12 月～ 2005 年 11 月）
　　行動圏：最外郭法（95％）を使用
図 1. 三ツ峠山麗におけるニホンザル群の行動圏
　　河口群（2005 年 4 月～ 11 月）, 吉田群（2004 年 6
月～ 2005 年 11 月）, 西桂群（2003 年 12 月～ 2005
年 11 月）, 加畑群（2004 年 3 月～ 2005 年 11 月）,



























京 都 工 芸 繊 維 大 学：木村照夫
研究期間































混入した廃ＦＲＰを 0.3cm3 内に破砕し、用いた。写真 1
に廃 FRP の実験試料を示す。植物油には、市販の菜種
油を用いた。廃 FRP の加熱分解に用いた実験装置を図 1
に示す。実験手順として、先ず、反応槽に廃 FRP 試料
と菜種油（重量比＝ 1：3）を入れる。次いで、菜種油を
所定温度まで加熱、2 時間保持し、大気下で廃 FRP を反
応分解させた。写真 2 に廃 FRP を植物油中で分解した







クの熱分解槽の設計図を図 3 に示す。槽内は、30L の容
量で、一回の加熱反応で約 8kg の廃棄プラスチックが分
解できる。分解時間は廃プラの種類と加熱温度によって











写真 1　廃棄物の不法投棄 写真 2　廃 FRPの実験試料
図 1　廃 FRP分解の実験装置 写真 3　植物油による廃 FRPの分解








山 梨 大 学：金子栄廣・平山けい子
研究期間

































み標準試料（表 1）と A 社の微生物剤 0.2g を投入し、混
合した。尚、試料の含水率が約 60wt% になる様、適量の
蒸留水も加えた。瓶試料は、データ測定する日数分用意
し、温度 45℃、湿度 60RH% に制御された恒温恒湿槽内







い生ごみでは、発酵を開始してから 4 日後に、NH3 ガス
の発生濃度が最大の 190ppm まで上昇し、強い悪臭を放っ
た。それに対し、消臭成分を含んだ植物廃棄物を添加し
たものは、発酵の開始から 7 日後に、NH3 の発生濃度が
30ppm まで上昇したものの、弱い臭気にとどまった。さ
らに、高純度の消臭成分を加えた生ごみでは、堆肥化を




































に選んだ（図 1）。演習林内の 12 ポイントを選び（図 1





ポイント 1 の標高は 995 メートル、散策路中の最高地点
であるポイント 8 の標高は 1040 メートルであった。平
成 16 年度は 10 月 1 日から 11 月 10 日までの晴天日に実
験を行ない、得られた結果を秋期のデータとした。平成
17 年度には、7 月 26 日から 8 月 10 日までの晴天日に夏























　被験者を 2 グループに分けた。グループ 1 の被験者は
ポイント 2 で 20 分間安静に過ごした後、ポイント 1 か
ら 12 までの散策を行った。グループ 2 の被験者はポイ
ント 1 から 12 までの散策を先に行った後、ポイント 2
で 20 分間安静に過ごした。散策に要する時間は被験者
によって異なるが、54 分から 68 分の間であった。グルー
プ 1 では安静前、安静後、散策後の順で 3 回、グループ




of Mood States）と STAI（State-and Trait-Anxiety 
Inventory）を用いて、被験者の気分と不安の高低を評価



















































茨 城 大 学 理 学 部：山村靖夫・清水静也
研究期間





















て 2005 年 7 月から 9 月に毎月植生図を記載し、その分
布状況を調査した。赤尾橋の上流部と下流部を全調査地
として、各群落の優占面積（％）を算出した。その結果











の分布面積が回復することはなく、7 月から 9 月にかけ
て 23.3％も減少した。また、アレチウリの埋土種子を調

















3）。しかし 7 月、10 月と河川近くの個体数は減少し、比
較的離れた場所において生残が確認された。ヨシは河川
から 3m 以内に 85％以上の個体が分布しているのに対し



































東 京 大 学：山本清龍
昭 和 大 学：伊藤良作・萩原康夫・桑原ゆかり
東 邦 大 学：丸田恵美子
自然体験計画ひめねずみ社：白石浩隆
研究期間






















































度は 9 から 11 月にかけて 35 洞穴（うち重点調査洞穴 6
洞穴）で調査を実施した。
　データロガーは重点調査洞穴 6 洞穴の洞穴内（1 ～ 2
か所）および洞穴外合わせて 15 台を設置した。冬期間（12














8 洞穴にそれぞれ 5 ～ 10 個ずつ設置した。設置期間は半













































































ト調査によると、平成 17 年（1 ～ 12 月）のエコツアー
参加者数は 44,000 人と前年に比べやや減少していた。月
別にみると、5 月（39.0％）、6 月（15.4％）の 2 か月間
に半数を超える利用が集中しており、夏期（7、8 月）の



















































































































































































内部 辺縁部 内部 辺縁部 内部 辺縁部
2004 12.9 ± 14.1ac 15.3 ± 11.6a 7.2 ± 9.7cd 70.2 ± 46.3b ─ 3.5 ± 3.0cd

























2 － 2－ 2　平成 17年度第 1回課題評価の概要
評価対象研究課題






















　平成 17 年 8 月 26 日（金）
　午前 10 時 30 分～午後 3 時 30 分
研究課題に対する評価結果
（1）7 課題に対する総合評価点は、4.1 ～ 3.9（平均 4.0）で、
全ての研究課題について「妥当」との評価結果であった。
2 － 2－ 3　平成 17年度第 2回課題評価の概要
評価対象研究課題






















　平成 17 年 12 月 5 日（月）
　午前 10 時 30 分～午後 3 時 30 分
研究課題に対する評価結果












































平成 17 年 12 月 20 日
　「青木ヶ原樹海の利用のあり方について」
　本郷哲郎（人類生態学研究室）




平成 18 年 1 月 17 日
　「富士山の火山活動と富士五湖の形成史」
　内山高（地球科学研究室）
平成 18 年 1 月 17 日
　「情動とストレスと睡眠」
　大野洋美（環境生理学研究室）
平成 18 年 2 月 21 日
　「数値標高モデルを用いた集落立地の地形区分」
　杉田幹夫（環境計画学研究室）
平成 18 年 2 月 21 日
　「環境温度の変化がラットの体内恒常性に与える影響」
　宇野忠（生気象学研究室）













































成 15 年 4 月～平成 18 年 3 月。
ダンダ・パーニ・アディカリ（D. P. Adhikari）
　地球科学研究室、ネパール、日本学術振興会・外国人
特別研究員－平成 15 年 11 月～平成 17 年 11 月。
研修生
植物生態学研究室
　茨城大学大学院理工学研究科博士課程 4 年生、1 名
　茨城大学大学院理工学研究科博士課程 1 年生、1 名
　茨城大学大学院理工学研究科修士課程 2 年生、3 名
　茨城大学理学部 4 年生、6 名
　東京都立大学大学院理学研究科博士課程 2 年生、1 名
　東京都立大学大学院理学研究科修士課程 1 年生、1 名
　千葉大学大学院自然科学研究科博士前期課程 2 年生、　
1 名
　静岡大学大学院理工学研究科修士課程 1 年生、1 名
　玉川大学農学部 4 年生、1 名




攻博士課程 3 年生、1 名
　東京農工大学大学院農学研究科自然環境保全学専攻修





　山梨大学工学部 1 年生、4 名
　山梨大学大学院医学工学総合教育部修士課程 2 年生、　
1 名
　芝浦工業大学、工学部 4 年生、2 名
　慶応義塾大学理工学部 4 年生、1 名
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平成 17 年 7 月 4 日
















平成 17 年 7 月 16 日
　東京農工大学大学院農学教育部自然環境保全学専攻生




平成 17 年 7 月 23 日
　慶應義塾大学理工学部機械工学科　徳岡研究室ゼミ講
座（横浜）
　｢ 廃 FRP リサイクルのライフ・サイクル・アセスメン
トについて ｣
　森智和，西巻通代，佐野慶一郎（環境資源学研究室）

































































平成 17 年 11 月 24 日
　山梨県環境科学研究所・山梨大学合同セミナー（甲府）
　｢ 廃 FRP のリサイクルとライフ・サイクル・アセスメ
ント ｣
　佐野慶一郎（環境資源学研究室）




平成 17 年 12 月 9 日
　山梨大学付属小学校「総合的な学習」講義
　池口仁（環境計画学研究室）





平成 18 年 1 月 11 日、18 日、25 日
　山梨大学 COE 大学院特別コース（「国際流域総合水管
理特別コース」）講義（山梨大学）
　｢Environmental Medicine: Evaluation of the　 
association between environment and health」
　瀬子義幸（環境生化学研究室）

























































4 月 300 0（0） 300
5 月 608 0（0） 608
6 月 279 20（1） 299
7 月 744 13（1） 757
8 月 1,020 0（0） 1,020
9 月 451 37（1） 488
10 月 662 76（3） 738
11 月 329 0（0） 329
12 月 223 17（1） 240
1 月 188 0（0） 188
2 月 170 0（0） 170
3 月 436 11（1） 447












3 － 1－ 2　生態観察園・自然観察路のガイドウォーク





　開催日：5 月～ 9 月　土曜・日曜・休日
　5 月 1 日～ 5 日の毎日と
　7 月 23 日～ 8 月 31 日は月曜日を除く毎日実施
3 － 1－ 3　学習プログラム「環境教室」









小 学 校 86
中 学 校 23
高校・大学 13
一 般 50


















































3 － 1－ 4　環境講座
















































調査期間　　　平成 17 年 3 月 1 日～ 5 月 2 日
参加校数 報告数 開花報告日（最多）
88 88 3 月 27 日（報告数 12）
 










  　          　小佐野親　当研究所環境教育・情報担当
「秋の自然ときのこ観察」














3 － 1－ 6　イベント









　（協力　　中川 雄三 　早見 正一）
第 2 期「富士山・火山写真展」
























3 － 1－ 7　支援





























































　　　　　　　　　　　　平成 17 年 5 月 21 日～ 22 日
　豊橋市立自然史博物館（愛知県）
                        　　　　平成 18 年 2 月 3 日
　群馬県立自然史博物館（群馬県）
                        　　　　平成 18 年 2 月 23 日
  山梨県立八ヶ岳ふれあいセンター




























一 般 書 9,563 冊
児 童 書 2,513 冊
参 考 図 書 1,226 冊
富 士 山 関 係 231 冊








逐 次 刊 行 物
和雑誌
一 般 雑 誌 67 タイトル
学 術 雑 誌 72 タイトル
紀 要 129 タイトル
行 政 資 料 198 タイトル
小 計 466 タイトル
洋雑誌 143 タイトル
合　　計 609 タイトル





































HTTP サーバーにより WWW 情報提供サービスを行っ


































年報 , 研究報告書等発行リスト（平成 9 年度～ 17 年度）
山梨県環境科学研究所年報　　（ISSN　1344-087X）
　第 1 号　（平成 10 年 9 月発行）
　第 2 号　（平成 11 年 9 月発行）
　第 3 号　（平成 12 年 8 月発行）
　第 4 号　（平成 13 年 8 月発行）
　第 5 号　（平成 14 年 8 月発行）
　第 6 号　（平成 15 年 9 月発行）
　第 7 号　（平成 16 年 11 月発行）
　第 8 号　（平成 17 年 9 月発行）
山梨県環境科学研究所研究報告書（ISSN1345-5249）
　第 1 号　プロジェクト研究「快適な環境づくりに必要
な基準についての研究」　（平成 12 年 12 月発
行）
　第 2 号　特定研究「農林業に対する鳥獣害防止のため
の調査研究」　（平成 13 年 3 月発行）
　第 3 号　特定研究「紫外線が県民の健康に及ぼす影響
に関する研究」　（平成 13 年 7 月発行）
　第 4 号　特定研究「河川の水質浄化及び自然再生手法
に関する研究」　（平成 13 年 12 月発行）
　第 5 号　プロジェクト研究「都市化に伴う環境変化が
人の生活と健康に及ぼす影響に関する研究」
　（平成 14 年 10 月発行）
　第 6 号　プロジェクト研究「『自然環境』と共存した『街』
づくりの在り方に関する研究」　（平成 15 年 3
月発行）
　第 7 号　特定研究「高原地域の環境が人の心と体に与
える効果に関する研究」　（平成 15 年 7 月発
行）
　第 8 号　プロジェクト研究「富士五湖周辺の自然環境
変遷史に関する研究」　（平成 16 年 2 月発行）
　第 9 号  プロジェクト研究「山梨県の水環境（特に地
下水）の化学的特性の把握」　（平成 16 年 3
月発行）
　第 10 号 特定研究「魚の雌化を指標とした環境ホルモ
ンの影響に関する調査研究」　（平成 16 年 3
月発行）
　第 11 号 特定研究「人工衛星デ－タを用いた緑被率の
推定手法の開発に関する調査研究」　（平成 16
年 3 月発行）
　第 12 号 プロジェクト研究「富士山周辺における自然
特性に関する研究」　（平成 16 年 3 月発行）
　第 13 号 プロジェクト研究「山梨の自然がもたらす快
適性に関する研究」　（平成 16 年 9 月発行）
　第 14 号 プロジェクト研究「山梨県の水質の地域特性
とその健康影響に関する研究」（平成 16 年 12
月発行）
　第 15 号 特定研究「中山間地域における地域環境資源
の多面的・持続的な活用に関する研究」（平成




　　　　（ISSN　1347-3654）　（平成 14 年 3 月発行）　
　山梨県環境科学研究所国際シンポジウム 2002 報告書
   －生体微量元素－
　　　　（ISSN　1347-3654）　（平成 15 年 3 月発行）
　山梨県環境科学研究所国際講演会 2003 報告書　
　－火山災害の軽減を探る－
　　　　（ISSN　1347-3654）　（平成 16 年 3 月発行）　
　山梨県環境科学研究所国際シンポジウム 2004 報告書
   －環境要因の変化と人の健康－
　　　　（ISSN　1347-3654）　（平成 17 年 3 月発行）
　山梨県環境科学研究所国際セミナー 2005 報告書　
   －野生動物の被害管理の現状と未来－





山梨科学アカデミー会報 山梨科学アカデミー 2005 年 -
行政資料
資　　　料　　　名 出　　　版　　　者 所　蔵　巻　号
岡山県環境保健センター業務概要報告 岡山県環境保健センター 平成 16 年度 -
山梨農林水産統計年報 関東農政局山梨統計情報事務所 昭和 46 年 - 平成 13 年度
山梨県生涯学習推進センター事業概要 山梨県生涯学習推進センター 平成 16 年度 -
紀要
資　　　料　　　名 出　　　版　　　者 所　蔵　巻　号
アジア環境研究センター研究活動報告書 明星大学アジア環境研究センター 2004 年度 -
岐阜県森林科学研究所業務報告 岐阜県森林科学研究所 平成 16 年度 -
岐阜県森林科学研究所研究報告 岐阜県森林科学研究所 第 34 号 -
静岡市立登呂博物館研究紀要 静岡市立登呂博物館 2004-
島根県立三瓶自然館研究報告 島根県立三瓶自然館 平成 16 年度 -
島根県立三瓶自然館年報 三瓶フィールドミュージアム財団 2005 年
生態環境研究 国際生態学センターＪＩＳＥ 第 5 巻 -
筑波大学農林技術センター研究報告 筑波大学農林技術センター 平成 17 年 3 月 -
長野県環境保全研究所業務年報 長野県環境保全研究所 平成 16 年度 -
長野県環境保全研究所研究報告 長野県環境保全研究所 2005 年 -
福井市自然史博物館研究報告 福井市自然史博物館 51 号 -
福井総合植物園紀要 福井総合植物園 3 号 -
地下資源調査所報告 北海道立地下資源調査所 第 54 号 -
北海道立地下資源調査所年報 北海道立地下資源調査所 昭和 58 年度 - 平成 10 年度
北海道立地質研究所年報 北海道立地質研究所 平成 11 年度 -
北海道立地質研究所報告 北海道立地質研究所 第 71 号 -
三重自然誌 三重県立博物館 第 7 号 -
山梨県立科学館事業年報 山梨県立科学館 平成 15 年度 -
山梨県工業技術センター年報 山梨県工業技術センター 平成 16 年度 -
山梨県林業試験場報告 山梨県林業技術センター 第 14 号 , 第 15 号
山梨県林業技術センター報告 山梨県林業試験場 第 16 号 , 第 17 号



















































・世界の夏を旅しよう - 人工気象室体験 -
　（環境生理学研究室）












平成 17 年 8 月 15 日（月）～ 16 日（火），17 日（水）














された。8 月 15 ～ 16 日、8 月 18 ～ 19 日の 2 回にわたっ
て同一内容の研修会が開催され、計約 30 名が参加した。
また大阪府高等学校地学教育研究会の方々（21 名）も別
途 8 月 15 日～ 17 日の研修に参加した。



































































































































平成 18 年 1 月 15 日（日）
会場：勝山ふれあいセンター（富士河口湖）
　「富士山貞観噴火と青木ヶ原溶岩」と題するシンポジウ
ムを、1 月 15 日の日曜日に、富士河口湖町の勝山ふれあ
いセンターを会場に実施した。富士山の北麓地域に貞観













































































 臨 時 職 員　 渡　辺　芳　子












 臨 時 職 員　 石　原　　　諭












 臨 時 職 員　 齋　藤　順　子













 臨 時 職 員　 佐　藤　美　紀

































































平成 3 年 11 月 「環境科学研究所検討委員会」の設置
平成 4 年 11 月 「環境科学研究機関設置準備室」を
 環境局内に設置
平成 5 年 2 月 「環境科学研究所顧問」（9 名）を委嘱
　　　　 3 月 「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 7 年 11 月 起工式




































温 室 鉄骨造り　　　　地上 1 階 101.286 ㎡





























冷 凍 庫 室 超低温槽（-150℃）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
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